
 

第 55 期（2023 年 3 月期） 

 

決  算  公  告 
 

2022 年 4 月  1 日から 

2023 年 3 月 31 日まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県福山市大門町 5 丁目 9 番 1 号 

株式会社キング食品 



株式会社キング食品 (単位：千円)
金　額 金　額

978,420 937,438

20,972 437,175

90,795 190,909

468,092 150,000

174,277 2,135

119,804 72,659

92,905 35,593

507 101

4,092 12,969

6,972 8,294

27,600

2,228,053

2,149,821 979,857

1,232,674 975,000

63,520 4,857

489,461

3,184 1,917,295

46,096

2,135 1,289,178

312,748 56,000

11,009

581 1,233,178

10,427 85,300

1,147,878

67,223 別途積立金 1,200,000

231 繰越利益剰余金 △52,121

228

59,373

△12,309

19,700

1,289,178

3,206,473 3,206,473

固定資産

利益剰余金

繰延税金負債

土地

資産合計

前払年金費用

電話加入権

投資その他の資産

出資金

貸倒引当金

その他の投資

差入保証金

その他利益剰余金

純資産合計

負債合計

株主資本

資本金

貸 借 対 照 表
2023年　３月　31日現在

科　　目

（資産の部） 

流動資産

科　　目

（負債の部）

流動負債

現金預金

受取手形

長期借入金

未払消費税等

建物

有形固定資産

未払法人税等

預り金

賞与引当金

固定負債

仕掛品

立替金

未収入金

前払費用

買掛金

短期借入金

1年内返済予定の長期借入金

リース債務

未払金

負債及び純資産合計

売掛金

商品及び製品

リース資産

工具器具備品

原材料及び貯蔵品

未払費用

車輛運搬具

機械及び装置

構築物

無形固定資産

利益準備金ソフトウェア

（純資産の部）



個別注記表 

 

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

１． 資産の評価基準および評価方法 

(1) 有価証券その他有価証券 

市場価格のない株式等以外のもの･････時価法(評価差額は全部純資産直入法により 

処理し、売却原価は移動平均法により算定) 

市場価格のない株式等･････移動平均法による原価法 

 

(2) 棚卸資産 

① 商品及び製品･･･個別法及び総平均法による原価法 

（収益性の低下による簿価切下げの方法） 

② 仕掛品･･･個別法及び総平均法による原価法 

（収益性の低下による簿価切下げの方法） 

   ③ 原材料及び貯蔵品･･･総平均法による原価法 

（収益性の低下による簿価切下げの方法） 

 

２．固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産 

法人税法の規定による定額法 

 

(2) 無形固定資産 

法人税法の規定による定額法 

 

(3) リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とする定額法 

 

３．引当金の計上基準 

(1) 貸倒引当金 

売掛債権等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を

計上しております。 

 

(2) 賞与引当金 

従業員賞与の支給に備えるため将来の支給見込額のうち当期負担額を計上しておりま

す。 

 

(3) 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、将来予測支給額の現価相当額より確定給付企業年金

残高を控除した額を計上しています。 

 

 

４．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

(1) 消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

 

 Ⅱ.当期純損益金額 

   当期純損失 63,231 千円 
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